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【は じ め に】 ク ラ シ ッ クバ レエ 、 民 族(俗)舞

踊 ・ジ ャ ズ ダ ンス とジ ャ ンル は異 な っ て も、 踊 る

身体 にお い て 「私 とい う意 識 」 と、 踊 っ てい る身

体 は どん な関 係 に あ るか 。 踊 る身 体 は ボ デ ィワ ー

ク と どん な関 係 に あ るか 。

1. 身 体 の 概 念

 身体 に は二 つ の 見 方 が あ る。 一 つ は 「精 神 と し

て の私 が 道 具 と しての 身体 を操 作 す る」 で あ り、

もう一 つ は 「そ の 両 者 は合 一 で あ る」 とい う見 方

で あ る。 「身 体」 の 漢 字 の 意味 は 、 「体 」 の 「物 」

「外 観 」 や 、 「身」 の 「裸 身」 な ど 「体 」 と 同 義

と、 「一 身 」 な ど 「我 ・自 身」 か ら な る。 和 語 の

「か ら だ」 は 「か ら」 と 「だ」 か ら成 り、 「か ら」

に は 「つ なが り ・つ た わ り ・なが れ ・とお り ・ま

わ り ・め ぐ り ・うつ り ・か わ り」 の 意 味 や 、 更 に

は 「動 き ・働 き」 の 意 味 もあ る。 ま た 「か ら」 は

「殻 、 穀 、 洞 、 空 、 虚 」 に通 じ、 内 部 空 間か らそ

れ に と って 全 て の もの が 新 し く生 まれ る、 とい う

こ とで あ る。 加 えて 「か ら」 をAか らBへ の 意 の

「か ら」 と捉 え、 「自分 の 本 拠 地 へ 帰 っ て くる」

「生 き る事 の 根 拠 地 へ 帰 る」 の 意 を見 出 して い る

(野 口 三 千 三)。 こ の よ う に、 「身 体 」 「か らだ 」

は英 語 の 「body」 とは 異 な る意 味 を も って い る 。

2-踊 る 身 体

 仮 に 「我 」 と 「肉 」 とい う見 方 で 身 体 を考 え て

み る 。 この 場 合 の 「我 」 は 踊 って い る精 神 と して

の 私 で あ り、 「肉」 は 踊 っ て い る 身 体 とい う意 味

で あ る 。 踊 って い る 時 、 踊 る こ と に全 身 全 霊 で 集

中 して い る と、 私 とい う意 識 は 動 く行 為 に薄 め ら

れ 、 そ こ には 私 とい う意 識 を超 え た 、 私 そ の もの

と して 身 体 が 在 る 。 「我 」 は 「肉」 で あ り、 「肉」

は 「我」 にな る 。 集 中 の た め に は 、 そ の動 きが そ

の 身 体 に とっ て必 然 で な け れ ば な らず 、必 然 な と

き快 感 と して 感 じられ よ う。 そ うい う時 、操 作 と

い う意 識 も、 私 と い う意 識 も無 く、 「な って い る

身 体」 が み え る の で は な い か 。

 モ ダ ン ダ ンス や 創作 ダ ンス な どの場 合 、動 きを

生 み 出 した り、 そ れ を 咀 噛 し、味 わ い 、 決定 す る

基準 は 身体 と考 え られ る 。 身体 が す で に 習得 した

あ る メカ ニ ズ ム ・快 感 に基 づ い て判 断 され よ う。

ジ ャ ズ ダ ンス の訓 練 が染 み込 ん だ 身体 とク ラ シ ッ

クバ レエ が染 み込 ん だ 身体 で は 自ず と身体 の持 つ

メカ ニ ズ ム ・快 感 が異 な る。

 どん な ジ ャ ンル で あ っ て も踊 る 身体 の た め に は

何 らか の方 法 で 身体 を つ くる営 みが 伴 う。 そ の営

み の 一 環 と して ボ デ ィワー ク を と らえ て み た い 。

3. ボ デ ィ ワー クの 諸 相

 ボデ ィ ワー ク とい う語 の 起 源 は 、 定 か で は な い

が70年 代 後 半 頃 に は使 わ れ て い た よ うだ 。狭 義 で

は 「ボ デ ィ ワー ク は身 体 的 に ・心 理 学 的 に よ り健

康 な状 態 を生 み 出 す た め にボ デ ィー に働 きか け る

多 くの 異 な るテ クニ ック とセ ラ ピー を指 す 」 が 、

広 義 で は、 人 間 を全 体 的 な存 在 と して と らえ 、心

身 の 全 体 性 や 本 来 の 機 能 を取 り戻 す とい う共 通性

が あ れ ば ボデ ィワー ク と捉 え られ よ う。 この よ う

な広 義 な 意 味 で は 、世 界 各 地 で 古 代 か ら様 々 な

ワ ー クが あ り、約300種 を数 え る とい う。 よ く知

ら れ る と こ ろ で は 欧 米 生 ま れ の 、Alexander

Technique, Feldenkrais' Awareness through 

Movement, Rolfing, Selver's Sensory Awareness, 

Sweigard's Ideokinesis, Bartenieff Fundamentals. 

Hellerworkな どや 、 ア ジ ア 生 まれ の鍼 灸 ・按 摩 ・

導 引 ・太 極 拳 な ど紀 元 前 に生 まれ た もの か ら今 日

の 日本 生 まれ の 操 体 ・野 口 整 体 ・野 口 体操 が 挙 げ

られ よ う。 これ らの ワー クの ア プ ロー チ に は違 い

が あ る。 そ れ は ワー クそ の もの が 内 包 して い る場

合 と、 そ れ を用 い る 人 の 身 体観 に よっ て も異 な っ

て こ よ う。 そ うは い って も英 語 表記 の ボ デ ィワ ー

クの 多 くは 、bodyの 意 味 が 示 す よ う に、一度 身体

を物 と して 捉 え 、マ ッ ピ ング(mapping)に 代 表 さ

れ る よ うな 解 剖 学 的 ・生 理 学 的視 点 か ら分 析 して 、

改 め て 「私 とい う全 体 」 に統 合 す る ア プ ロ ー チが

み られ 、 多 分 に 訓 練 的 で あ る 。 一 方 、 初 め か ら全

体 論 的 立 場 に 立 ち、 「感 じを探 る、 内 観 」 な ど、

訓 練 や 練 習 とい う よ り探 求 的接 近 を とる もの もあ

る 。 ボ デ ィ ワー ク を 「治 す ・癒 す ・うま くな る」

とい う合 目的 行 為 と して で は な く、 ワ ー ク そ れ 自

体 を、 い な 身 体 自体 を 追 い続 け る よ うな接 近 もあ

る 。

4-ダ ンス に お ける 身体 とボ デ ィワ ー ク の関 係

 身 体 が 、 「精 神 と して の 私」 と 「道 具 と して の

身 体」 とい う二元 的基 盤 に基 づ く分 析 的 ・総 合 的

な接 近 法 を受 け入 れ た 時 、 あ る い は全 体 論 的 な接

近 法 を受 け 入 れ た 時 とで は 、 そ こ に形 成 さ れ る 身

体(身 体 の メカ ニ ズ ム ・快 感)は 違 っ た もの に成

り、 全 く異 な っ た 身体 が つ く られ る。 そ の 身体 が

踊 る の で あ り、 また動 きを 、 ダ ンス をつ くる ので

あ る。

【ま とめ 】 踊 る 身 体 の た め に何 らか の 方 法 で 身

体 を つ くる営 み をす る。 ど ん な ボ デ ィワ ー ク に ど

ん な立 場 で接 近 す る か、 選 ん だ方 法 が 身 体 をつ く

る。 御 し難 い 「私 とい う意 識 ・我 」 を こ え 「我 」

は 「肉」 で あ り、 「肉」 が 「我 」 で あ る 身 体 を 考

え る時 、改 め て 、受 け入 れ る ボデ ィ ワー ク、 立 脚

す る 身体 観 を問 い返 さね ば な ら ない 。
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